
１． 概要  （支援経過 ・現状と課題　等）

２． 利用者の状況

様 歳

( )]

３． 支援の状況

支援経過：令和4年2月相談支援事業所千歳様事業所廃止のため、計画相談支援の引継ぎを受ける。
現在：学校にも放課後等デイサービスにも楽しく通う事が出来ている。高校生や小学生との関りも増え、自分から話しかけるのは1部
の子だが、話掛けられると話をしたり、優しく見守るなどの姿が見られる。小学生が自分が座っているソファに来ると席を譲るなど、周
りを見て判断することが出来ている。行動範囲も広がり、博多駅まで行き映画や展示会等を観に行くなど、出来る事が増えている。														

氏　名

作成日 令和5年9月6日
相談支援
事業者名

指定特定相談支援事業所　わかば
計画作成
担当者

申請者の現状（基本情報）

家族の主訴 （意向 ・希望）本人の主訴 （意向 ・希望）

障害または疾患名 高機能広汎性発達障害、学習障害 障害支援区分

家族構成   ※年齢、職業、主たる介護者等を記入 社会関係図   ※本人との関わりを持つ機関 ・人物など（役割）

※受診歴などを含む 医療の状況 ※受診科目、頻度、主治医、疾患名、服薬状況等

齊藤美香

住　所
電話番号

15

借家 ・

生年月日

生活歴

福岡県筑紫野市岡田1丁目12番地1

[持家・

女阿部　峻弥 年齢 性別 男  ・平成20年3月27日

グループ／ケアホーム ・ 入所施設 ・

〒818-0013 092-926-6235

FAX番号医療機関 ・ その他

ちいさなたね 10回／月

支援内容 頻度 備考

放課後等デイサービス

普通分娩にて出生、2歳の時にあまり言葉が出ずに単語で、文章にならなかった。
おとなしく、あまり会話が出てこなかった。
3歳児検診時に言語の件で、こぐま学園を紹介される。その際、高機能広汎性発
達障害・学習障害と言われ訓練を開始される。
H28年3月でこぐま学園の言語訓練と集団活動の訓練が終了となった。筑紫小学
校に入学し、卒業後大宰府特別支援学校に入学する。

字をきれいに書けるようになる コミュニケーションが図れるようになり、将来の自立できる

名称 提供機関 ・提供者

定期通院・定期服薬なし													

公的支
援（障害

福祉
サービ

ス、介護
保険等）

その他
の支援


